
田

　

さ
て
最
後
に
こ
れ
等
ｏ
所
詮
を
讃
ん
で
私
の
思
ふ
所
を
述
べ
て

見
よ
う
。
商
ｏ
原
義
に
開
す
る
博
±
０
詮
に
従
ふ
な
ら
ば
、
そ
こ

に
は
倚
行
頁
と
し
て
の
商
が
成
立
す
る
以
前
ｏ
物
々
交
換
は
何
と

呼
ば
れ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か

か
と
思
ふ
。
行
頁
が
物
々
交
換
を
合
理
化
す
る
篤
め
に
、
貨
幣
の

殺
生
と
共
に
物
々
交
換
か
ら
殺
展
し
た
も
ｏ
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
間
に
は
言
語
上
に
も
何
等
か
の
開
係
が
あ
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。
か
く
て
陳
夢
家
氏
０
如
く
物
々
交
換
を
賞
と
搦
し
た
と

す
る
詮
も
亦
棄
て
難
い
。
さ
れ
ば
、
初
め
物
々
交
換
を
賞
と
稀
す

る
事
あ
り
、
行
商
が
起
る
に
及
ん
で
之
を
も
賞
と
稀
し
た
が
、
之

を
埓
す
も
の
は
主
と
し
て
商
人
と
稲
せ
ら
れ
し
殷
の
亡
民
で
あ
り

な
ほ
商
は
金
文
に
於
て
賞
の
瑕
借
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
よ
う

に
、
其
の
音
同
じ
き
を
以
て
、
後
商
が
行
は
れ
、
賞
は
慶
せ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
こ
の
論
い
さ
ｘ
か
二
元
論
的
不
明

快
さ
あ
る
を
免
れ
な
い
が
、
か
く
見
る
な
ら
ぱ
金
文
に
見
え
る
資

０
如
き
は
賞
・
商
０
中
間
的
な
も
０
と
し
て
恟
示
唆
に
富
む
も
Ｏ

と
言
へ
よ
う
か
と
思
ふ
。

　

こ
の
商
ｏ
原
義
論
を
暫
く
措
く
な
ら
ぼ
、
商
人
行
商
な
る
歴
史

的
事
賓
に
開
す
る
陣
±
０
所
詮
は
誠
に
卓
論
と
扨
す
べ
く
、
敬
服

に
耐
へ
ぬ
所
で
あ
る
。
更
に
ま
た
其
の
思
惟
０
仕
方
に
於
い
て
後

學
の
學
ぶ
べ
き
も
０
多
き
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
肯
陳
夢
家
氏
の
前

掲
論
文
は
卜
僻
・
金
文
中
の
商
周
の
祭
祀
に
就
い
て
精
細
に
研
究

せ
る
六
十
五
頁
に
わ
た
る
力
作
で
あ
る
。
併
せ
て
同
好
の
士
に
一

蹟
を
お
薦
め
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
大

　

島

　

利

　

こ

　

遼

　

海

　

叢

　

書

　
　
　
　
　
　
　

金

　
　

駿

　
　

敲
編

　
　
　
　

自
昭
和
九
年
八
月
至
十
一
年
三
月
、
遼
海
１
　
祀
編
纂
、
大
連

　
　
　
　

右
文
閣
竟
夏
十
集
一
百
冊
。

　

静
庵
金
紋
袱
氏
編
む
所
の
遼
海
叢
書
は
一
昨
秋
第
一
集
を
出
し

て
よ
り
以
来
、
刊
行
の
業
日
を
逐
う
て
進
み
今
春
第
十
集
を
出
し

て
完
結
を
告
げ
た
。
毎
集
十
冊
、
共
に
一
百
冊
、
牧
録
す
る
所
は

変
に
八
十
三
種
０
多
き
に
上
っ
て
ゐ
る
。
我
が
國
に
在
っ
て
満
蒙

に
開
す
る
訪
古
０
史
料
を
蒐
め
た
も
０
と
し
て
は
さ
き
に
内
藤
湖

南
博
士
の
浦
蒙
叢
書
が
登
刊
せ
ら
れ
た
が
、
事
業
牛
ぼ
に
し
て
中

止
せ
ら
れ
、
途
に
そ
の
完
成
を
見
る
に
至
ら
す
、
學
徒
の
ひ
と
し

く
憾
み
と
す
る
所
と
な
っ
て
ゐ
た
。
該
叢
書
０
上
梓
は
変
に
我
が

國
に
於
て
中
絶
し
て
ゐ
た
痛
蒙
叢
書
の
刊
行
が
、
友
邦
０
學
者
の

手
に
よ
っ
て
ひ
き
っ
が
れ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
て
欣
び
に
堪
へ

な
い
玖
第
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
編
纂
０
方
針
を
述
べ
て
金
氏
は
、

凡
そ
一
地
方
の
叢
書
を
刻
す
る
に
は
必
ず
一
地
方
を
以
て
範
園
と

埓
す
０
が
定
例
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
吾
が
遼
海
叢
書
に
在
っ
て
は

則
ち
然
ら
や
、
専
著
（
遼
海
先
正
の
著
述
）
、
雑
志
（
作
者
は
遼
海
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の
人
に
非
ざ
る
も
掌
故
に
資
す
べ
き
も
ｏ
）
、
文
徴
（
そ
０
原
書
已

に
侠
し
た
れ
ば
之
を
他
書
よ
り
綴
集
し
て
僅
か
に
能
く
編
を
成
す

も
の
）
０
三
類
に
照
し
て
廣
く
蒐
録
し
、
又
原
書
已
に
侠
し
て
零

篇
断
簡
の
徴
す
べ
き
も
の
な
き
も
の
は
別
に
遼
海
経
籍
考
を
撰
ん

で
漆
め
存
目
を
懸
け
て
以
て
徴
訪
を
待
つ
こ
と
ｘ
し
た
と
い
ひ
、

叉
専
著
、
雑
志
、
文
徴
、
存
目
０
四
例
が
創
め
ら
れ
て
叢
書
の
用

始
め
て
宏
し
と
い
さ
ｘ
か
自
負
し
て
ゐ
る
（
皿
皿
皿
）
。
こ
の
方
針

に
従
っ
て
廣
く
多
く
蒐
録
す
る
を
旨
と
し
た
た
め
に
、
結
果
に
於

て
少
し
く
雑
多
の
感
を
伴
っ
て
ゐ
る
の
は
蓋
し
已
む
を
得
な
い
所

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
鳳
城
瓊
録
、
瀋
故
、
遼
東
志
、
仝
遼
志

翰
苑
、
使
遼
語
録
、
雪
展
尋
碑
録
、
満
洲
祭
９
　
祭
天
典
檀
（
満
文
を

省
略
し
て
ゐ
る
０
は
遺
憾
で
あ
る
が
）
そ
の
他
幾
多
貴
重
な
る
文

献
を
牧
録
し
、
家
蔵
の
稿
本
及
び
傅
砂
本
に
し
て
未
だ
印
に
付
せ

ら
れ
な
か
っ
た
も
ｏ
や
已
に
印
に
付
せ
ら
れ
て
は
ゐ
て
も
時
久
し

く
し
て
絶
版
と
な
っ
て
ゐ
る
も
？

る
こ
と
は
全
く
感
謝
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
左
に
牧
録
書
目
を

掲
げ
て
検
出
に
資
し
、
併
せ
て
金
氏
努
苦
の
あ
と
を
偲
ぶ
こ
と
ｘ

す
る
。
牧
録
文
献
の
性
質
や
牧
録
ｏ
事
情
等
に
開
し
て
は
各
書
巷

首
に
之
を
記
す
も
あ
り
、
叉
第
十
集
に
は
總
目
提
要
を
附
し
て
要

述
し
て
ゐ
る
。
就
て
見
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　

第

　
　

一

　
　

集

遼
小
史
一
巻
明
楊
循
吉
撰
傅
砂
本
○
金
小
史
八
巻
同
上

　

同
上
○
遼

方
饌
年
表
一
巻
江
寧
哭
廷
雙
視

　

稿
本
○
金
方
鎮
年
表
一
巻
同
上

同
上
○
潮
海
國
記
三
倦
崇
仁
黄
維
翰
撰

　

稿
本
○
松
漢
紀
聞
二
巻
宋

洪
皓
撰

　

顧
氏
文
房
小
況
本
○
凰
従
東
巡
日
録
二
春
清
高
士
奇
視

　

原

刊
本
○
柳
優
紀
略
五
倦
清
楊
賓
撰

　

仰
罠
千
七
百
二
十
九
鶴
斎
叢
書
本

○
鳳
城
瓊
録
一
巻
清
博
明
撰
博
明
三
種
本
○
瀋
故
四
春
清
楊
同
桂

撰

　

原
刊
本
○
噪
陽
録
二
春
朝
鮮
柳
得
恭
撰

　

傅
砂
本
○
燕
蚕
再
游

録
一
巻
同
上

　

同
上

　
　
　
　

第

　
　

二

　
　

集

遼
東
志
九
春
明
嘉
靖
十
六
年
重
修
擦
活
字
本
覆
刻
○
仝
遼
志
六
倦

明
嘉
靖
四
十
四
年
修

　

傅
妙
本

　
　
　
　

第

　
　

三

　
　

集

遼
陽
州
志
二
十
八
倦
康
煕
二
十
年
知
州
楊
嬉
修

　

妙
本
○
鍼
嶺
餌
志

二
唇
康
煕
十
六
年
知
駆
買
弘
文
修

　

刊
本
○
鍼
嶺
願
志
二
春
康
煕
二
十

二
年
知
新
李
廷
柴
補
輯

　

妙
本
○
錦
州
府
志
十
倦
康
煕
二
十
一
年
知
府

劉
源
溥
孫
成
修

　

砂
本
○
塔
子
溝
紀
略
十
二
倦
乾
隆
三
十
八
年
理
事
通

列
唸
趨
清
格
修

　

原
刊
○
岫
巌
志
略
十
春
咸
豊
七
年
岫
巌
鳳
凰
城
海
防

通
詞
台
隆
阿
修

　

傅
妙
本
○
何
氏
瀋
陽
紀
程
一
巻
清
江
寧
何
汝
霖
撰

原
刊
本
○
瀋
氏
瀋
陽
紀
程
一
倦
清
矣
賜
瀋
祀
蔭
撰

　

原
刊
本
○
東
北
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田

奥
地
卵
略
四
春
興
義
景
方
昶
撰
稿
本
○
黒
龍
江
輿
圖
一
1
1
　
六
十
一

幅
武
匙
屠
寄
撰

　

石
印
本
○
黒
龍
江
奥
圖
誕
一
倦
武
逞
屠
寄
撰

　

活
字

本

　
　
　
　

第

　
　

四

　
　

集

９
　
間
集
九
春
明
義
州
賀
欽
撰

　

明
刊
本
○
耕
煙
草
堂
詩
紗
四
春
海
瀋

陽
戴
梓
撰

　

原
刊
本
○
慶
芝
堂
集
十
八
巻
清
瀋
陽
戴
亨
撰

　

原
刊
本
Ｏ

在
園
雅
志
四
春
清
遼
陽
劉
廷
磯
撰

　

原
刊
本
○
愛
吟
草
一
巻
前
章
一

巻
附
和
詩
一
巻
及
題
鼓
殉
節
録

　

涛
承
徳
常
紀
撰

　

原
刊
本
○
解
脱
紀

行
録
一
倦
清
錦
州
金
科
隻
撰
稿
本
○
三
槐
書
屋
詩
抄
四
春
海
錦
州

金
朝
靫
撰

　

稿
本

　
　
　
　

第

　
　

五

　
　

集

皇
清
書
史
三
十
六
春
附
皇
海
書
人
別
胱
録

　

義
州
李
放
撰

　

稿
本
○
書

家
知
希
録
九
春
同
上

　

同
上

　
　
　
　

第

　
　

六

　
　

集

遼
文
華
七
春
附
澄
史
薗
文
志
補
詮
一
巻

　

海
王
仁
俊
撰

　

原
刊
本
○
黄

華
集
八
巻
金
王
庭
絢
撰

　

遼
陽
金
敲
祓
輯
本
○
雙
渓
酔
隠
集
六
春
元

耶
律
鎔
撰

　

海
李
文
田
釜

　

知
服
帯
叢
書
本
○
李
識
君
文
抄
二
春
海
李

錯
撰

　

用
傅
紗
本
補
輯
○
含
中
集
五
巻
済
李
絡
撰

　

傅
勤
本
○
瑶
峰
集

二
巻
海
王
爾
烈
撰

　

遼
陽
金
級
数
輯
本
○
雨
漢
字
句
異
同
考
」
春
海

蒋
國
祚
撰

　

附
雨
漠
紀
本
○
指
頭
書
脆
一
巻
清
高
秉
撰

　

昭
代
美
術
雨

叢
書
本
○
白
石
道
人
歌
曲
疏
投
六
春
附
別
集
一
巷
近
人
陳
息
撰

　

稿

本
○
白
石
道
人
年
譜
不
分
春
同
上

　

同
上
○
清
員
道
人
年
譜
不
分

巻
同
上

　

同
上
○
稼
軒
先
生
年
譜
不
分
倦
同
上

　

同
上

　
　
　
　

第

　
　

七

　
　

集

全
遼
備
考
二
春
海
林
倍
撰

　

傅
妙
本
○
東
三
省
奥
地
圖
誕
一
巻
済
曹

廷
木
荻
原
刊
本
○
西
伯
利
東
偏
紀
要
一
巻
同
上

　

振
綺
堂
刊
本
○

東
北
逡
防
紀
要
二
春
同
上

　

藩
屈
輿
地
叢
書
本
○
盛
京
疆
域
考
六
巻

清
楊
同
桂
孫
宗
翰
同
輯

　

聚
學
軒
叢
書
本
○
錦
聡
志
八
巻
康
煕
二
十
一

年
知
噺
王
突
曾
劉
恵
宗
修

　

北
平
岡
書
館
薇
稿
本
○
廣
寧
聡
志
八
巻
康

煕
二
十
一
年
知
馬
張
文
治
項
惹
修

　

同
上
○
寧
遠
州
志
八
巻
康
煕
二
十

一
年
知
豚
馮
昌
突
王
現
修

　

同
上
○
蓋
乎
懸
志
二
春
康
煕
二
十
一
年
知

馬
駱
雲
修

　

同
上
○
開
原
懸
志
二
春
康
煕
五
十
七
年
知
螺
劉
起
凡
周
志

煥
修

　

同
上
○
布
特
悟
志
略
一
巻
龍
江
孟
定
恭
撰

　

稿
本

　
　
　
　

第

　
　

八

　
　

集

翰
苑
一
巻
唐
張
楚
金
撰

　

採
日
本
京
都
帝
大
景
印
本
覆
校
○
遼
東
行
部

志
一
巻
金
王
寂
撰

　

鶏
香
零
拾
本
○
附
鴨
江
行
部
志
節
本
一
巻
同
上

海
甕
朱
子
蔵
妙
本
○
使
遼
語
録
一
巻
床
陳
襄
撰

　

静
嘉
堂
文
庫
蔵
針
本

○
嘉
慶
東
巡
紀
事
三
春
同
名

　

鉛
本
○
遼
紀
一
巻
明
田
汝
成
撰

　

静

嘉
堂
文
庫
蔵
妙
本
○
遼
陽
聞
見
録
二
春
清
顧
雲
撰

　

傅
妙
本
○
鮮
話

一
巻
清
侭
世
思
撰

　

奥
梅
堂
疸
集
本
○
耳
書
一
巻
同
上

　

同
上
○
旗
軍
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砂

志
一
巻
雁
金
徳
純
撰
學
海
類
編
本
○
蜀
紹
紀
程
一
巻
清
文
詳
撰

　

文

文
忠
公
事
略
本
○
巴
林
紀
程
一
巻
同
上

　

同
上
○
棟
亭
書
目
四
春
海

曹
寅
撰

　

上
虞
凛
氏
傅
勤
本
○
四
庫
全
書
輯
水
楽
大
典
本
書
目
一
巻

清
孫
馮
翼
撰

　

抱
紋
堂
本
○
附
永
巣
大
典
書
目
考
四
春
近
人
那
睡
柏
撰

稿
本
○
瀋
館
録
七
春
朝
鮮
世
子
従
臣
撰

　

上
虞
羅
氏
蔵
勤
廣
史
本
○
附

瀋
陽
日
記
一
巻
朝
鮮
宜
若
海
撰
朝
鮮
刊
本

　
　
　
　

第

　
　

九

　
　

集

雪
展
尋
碑
録
十
六
春
清
盛
翌
撰
稿
本
○
満
洲
祭
紳
祭
天
典
渡
六
倦

清
乾
隆
年
官
修

　

武
英
殿
本
○
夢
鶴
軒
楳
漸
詩
抄
四
春
清
膠
公
恩
撰

稿
本

　
　
　
　

第

　
　

十

　
　

集

易
原
十
六
倦
清
多
隆
阿
撰

　

稿
本
○
毛
詩
多
識
十
二
倦
同
上

　

傅
勤

本
嘉
業
堂
刊
本
遼
陽
張
氏
排
印
本
○
慧
珠
閣
詩
一
巻
同
上

　

稿
本

○
毛
詩
古
楽
音
二
春
清
張
玉
綸
撰
稿
本
○
夢
月
軒
詩
一
巻
同
上

稿
本
○
大
元
大
一
統
志
残
本
十
五
春
輯
本
四
春
公
路
一
倦
附
録
一

巻
近
人
金
銭
敵
等
輯

　

な
ほ
遼
海
叢
１
　
附
集
と
し
て
別
に

永
楽
別
録
二
春
近
人
災
廷
提
撰

　

稿
本
凡
二
量
○
宣
徳
別
録
一
落
同

上

　

同
上
几
二
珊
（
以
上
未
登
行
）
○
滞
洲
賞
録
八
巻
清
代
官
修

　

几

四
１
　
○
熱
河
志
一
百
二
十
巷
乾
隆
四
十
六
年
官
修

　

凡
二
十
四
１
　

が
あ
る
。
中
に
も
熱
河
志
の
刊
行
は
斯
界
Ｑ
個
望
す
る
所
と
な
つ

て
ゐ
た
鴛
に
非
常
に
歓
迎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
外

　

山

　

軍

　

治
）

　

○
前
魏
拙
稿
「
山
西
を
中
心
と
す
t
ｏ
金
将
宗
翰
の
活
躍
」
六
頁
十
八
行
。

　

「
さ
き
に
宋
よ
り
降
り
し
」
の
宋
は
遼
、
七
頁
十
七
行
「
義
勇
軍
」
は
「
義

　

勝
軍
」
の
誤
、
十
七
頁
十
二
行
「
太
宗
印
位
」
の
四
字
は
抹
消
。
な
ほ

　

表
紙
、
裏
表
紙
、
及
總
目
次
に
「
宋
翰
」
と
な
つ
て
ゐ
ゐ
の
を
宗
に
御

　

改
め
下
さ
い
。
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追

　

記

　

（
七
十
七
頁
よ
り
）

　
　

シ
ヤ
バ
ソ
タ
博
士
の
佛
譚
「
史
記
」
を
見
ろ
と
、
（
一
）
年
胱
制
定
の

　
　

時
期
は
元
鼎
三
年
で
あ
ろ
。
（
二
）
史
記
封
諏
書
に
元
狩
を
三
元
と
し

　
　

て
ゐ
Ｋ
!
？
４
、
こ
れ
は
誤
で
あ
っ
て
、
司
馬
遷
が
元
朔
か
脆
落
し
れ
の

　
　

で
め
ゐ
。
こ
の
二
鮎
か
承
認
し
て
ゐ
る
。
具
に
我
が
意
か
得
れ
卓
見

　
　

で
め
ろ
。
(
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１
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拙
稿
第
一
巻
第
五
魏
の
誤
植

　
　

一
八
頁

　

九
行

　
　

一
九
頁

　

五
行

　
　

二
五
頁

　

三
行

　
　

二
五
頁

　

四
行

に
訂
正
。

崇
か
崇

　

●

　
　

●

班
書
を
遷
書

執
を
勁

傅
を
傅

（
藤

　

田

　

至

　

善
）

：

；

；

：

：

；

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

｜

｜

｜




